
調 査 日：令和４年1月12日(水)～26日(水)
調査方法 ： 直接回答，郵送による回答

４・３ ２・１ 平 均

今年度 90.0% 10.0% 3.3
昨年度 89.5% 10.5% 3.3

４・３ ２・１ 平 均
今年度 76.7% 23.3% 2.9
昨年度 86.8% 13.2% 3.2

４・３ ２・１ 平 均
今年度 70.0% 30.0% 3.0
昨年度 92.1% 7.9% 3.3

４・３ ２・１ 平 均
今年度 66.7% 33.3% 2.7
昨年度 71.1% 28.9% 2.9

４・３ ２・１ 平 均
今年度 96.7% 3.3% 3.7
昨年度 92.1% 7.9% 3.6

４・３ ２・１ 平 均

今年度 66.7% 33.3% 2.9
昨年度 84.2% 15.8% 3.2

４・３ ２・１ 平 均
今年度 96.7% 3.3% 3.3
昨年度 81.6% 18.4% 3.0

４・３ ２・１ 平 均
今年度 96.7% 3.3% 3.4
昨年度 78.9% 21.1% 3.1

４・３ ２・１ 平 均

今年度 96.7% 3.3% 3.5
昨年度 89.5% 10.5% 3.2

保護者の学校に対する信頼を得られるように，
個々の生徒に関する情報を職員間で共有しなが
ら指導を充実させいきたい。

５　生徒は公共物を大切にし，マナーを守っている。

６　生徒は定時制の時間的メリットを活かした生活(学業と仕事)をしている。

８　学校・担任は保護者とよく連携をとっている。

９　生徒の実態に応じた生活・進路・衛生指導がなされている。

３　生徒は学習以外にも目的をもって一生懸命取り組んでいる。

４　生徒の生活習慣(自己管理の能力)がしっかりしている。

生活習慣の確立が十分とする保護者が減少している。
生活習慣の確立は全ての生活の基本であるので，家
庭と連携した継続的な指導が必要である。

生徒が目的をもって学校生活を過ごしていると感じて
いる保護者の割合が多きく減少している。生徒が学習
以外の様々なことに興味関心を示すような働きかけを
していく必要がある。

学校と家庭での学習や生活の様子を相互に把握
できるように学級担任が保護者と連絡を密にと
り，連携を充実させていく必要がある。

令和３年度　保護者による評価

１　校訓の「夢・実現」が，高校生活を送る上で生徒の生活信条にもなっている。

２　生徒は勉強に一生懸命取り組んでいる。

本校生徒に最適な校訓である。個々の生徒にそ
の意味を考えさせ，毎日の生活が充実するよう
常に意識化させる。

回　答： ４・そう思う　　　　　　　　　　　　　　　 ３・どちらかといえばそう思う
　　　　  ２・どちらかといえばそう思わない　　１・そう思わない

昨年に比べ平均が下がっている。授業を充実さ
せ，学習の楽しさを理解させさらに学ぶ意欲を向
上させたい。

社会で生きていくうえで非常に重要な項目であるだけ
に，４・３の割合が増えているのは喜ばしい。生徒が常
に規範意識を持って行動できるよう指導を継続させた
い。

定時制のホームページ（HP)を充実させるとともに
HPやブログを定期的に更新し，また，安心安全
メール，学校便りを通じて情報発信に努めたい。

７　学校は，学校の様子や生徒の情報をよく知らせてくれる。

午前中はアルバイトや学習，または個々の抱え
る課題の克服に努めるなどして時間を有効に活
用し，定時制高校で学ぶ強みを活かしてほしい。

定時制


